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週間のお話会を行つています        警嶺

「生福小学校」

10月 7日 (水)の朝の読み開かせは「14
ひきのおつきみ」や 「ハーメルンの笛吹き男」
「民話」「俳句の鑑賞会」等で、子 どもたちは

に聞 き入 つていま した

価 さき山」によるむ星ロジ「串木野小学校」

11月 18日 、 20日 、串木野小学校では、
「読書月間」にちなんで、読み門かせグループ
「花さき山」によるお話会がありました。
18日 (水)の 3校時は、 2年生を対象にし

たお話会でした。絵本 「おこるJ、 折 りたたみ
絵本 「ついでにペロリJ、 パネルシアター「5
と言つたらさつまいも」、人形劇 「ジャックと
豆の木」などで、子 どもたちは、お話の世界に
どつぷ り浸つていました。

・回困四・ 者認 で、PTAの時、
「ほつとルーム」の出前サロン「おあしす」を

開設します。お茶を飲みながら、語りましょ
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0いるんな学年の子どもと触れ合え、本を選ぶ楽しさもあります。

O今 年からメンバーになりました。家で子どもに読んであげる
時も、読書への思いが深まりました。

03年 目です。お話会の動きも分かり、楽しいです。

子育ての中で、気に ること等があつたら、一人で悩まず、いつでも気軽に、
:さい^一緒に

子 に いたし

つとルーム :

TEL: 21-51



どもが喜ぶおやつ作りに挑戦しま ～羽島地区母親学級～

宅3]亡電r遣長営3葦亀[1月蜀   {易]辱晏景塁旱
ポテ ト」や 「ミルク芋ようかん」等のおやつ作 りを学習し
ました。婦人会の方々が小さい子 どもさんを預かってくだ
さるので、おかあさん方は、安心して活動できます。

,加 したお母さんの声

O少 ない人数ですが、
皆が集まつて仲良く
なれて、とてもいい
です。 (連絡先 :

羽島地区婦大会長)

年間計画
月 活島内暮

5 螢 壼 壼 絵 本 に

'1_む6 スポーッ′奎しむ

7 みんなで違ぼう〈颯 口発生 )

8 プール書び
9 お話会

10 おやつたり
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成績が良ければ、
その子がどんなシグナルを出していても

見過ごされやすいものです。
「まあ成績がいいんだから」とか

「いい学校へ入ればいいんじゃないJと 考え、
成績を見て子どもを見ていないのです。

「成績の魔力Jと い うものが、
子どもを見る大人の目を曇 らせる色眼鏡 となるのです。

どうしてシグナルを見落としたか、
またはどうしてシグナルには見えなかつたのか ?

私たちは子 どもの引き起こす悲劇から
深 く学ぶことが必要だと思います。

(広木克行著 [絆 を深め合う遭程Jよ り)
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親は、子どもが他人を差別 し傷つけている事に気づいたら
○ 子どもを愛 している事、
○ すてきな人に育つて欲 しい事、
○ 弱い者をいじめたり差別するのをみて、シヨック
だつた事、

○ 人が傷つくのを喜ぶ事に怒 りを感 じた事、
〇 二度 として欲 しくない事等、
親 としての本当の気持ちを伝えましょう
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2学期も残 り少なくなりました。お子さんの学校やご家庭での様子は、
いかがでしょうか。先 日の家庭訪間でお会いできなかつたご家庭から、返
信のアンケー トが届き、保護者の皆様の様子をお聞きできました。あり
がとうございました。

さて、年が開けると、新 しい学年に進級するのも間近です。本年度 3回
日の 1年生長子家庭訪間を 1月 から2月 にかけて計画 しています。お子
さんの様子や子育てについて一緒に語 りましょう。よろしくお願いいた

(「ほつと,レーム」:TEL 21-5130) 9
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します。


